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葬式にあらわれたムラの社会関係

一一滋賀県甲賀町榛野の一事例一一

マリー・リムスリトン

はじめに

ムラはさまざまな文化的、社会的現象の生起する場と考えられる。筆者

はムラをこのような場として把握するために、葬式という具体的な事例を

通じてみられた社会関係について考察し、そして、親族・同族・近隣・檀

家という四つの社会関係とかかわる人々が葬式において、様々な役割を果

し、協同的活動を行なっていることを明らかにしてみたい。またこれと合

わせて、葬式にみられたムラの協同関係はどのような条件によってもたら

されるのかという点をも考えてみたい。
いちの

筆者は、滋賀県甲賀町楳野におけるフィールド・ワークを通じて以下の

データを集めた。

1 調査地の概観

やす そま

甲賀町は滋賀県の東南端、野洲川支流の柚川上流域に位置している。現

在、本町には21の大字がある。本稿で紹介する榛野は、柚川の支流の榛野

川流域に位置する農村である。楳野の人口は昭和60年 (1985)6月現在、

93世帯、 445人で、男子225人、女子223人で、面積は6.38平方キロメート

/レで、ある。

ところで、機野は三つの組(ムラの人はこれを小組合と呼ぶこともある〉

すなわち、東部に上の組、中央部に中の組、西部に下の組に分けられてい
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る。これらの三つの組はさらに、上の組は四つ、中の組は四つ、下の組は

三つの隣保組に区分されている。操野の行政組織は、区長1名、協議委員

会12名、小組合長3名、隣保組長11名から構成されている。

楳野には謀長義と品券長専の二つの寺院がある。機野寺は天台宗の寺院

で楳野の西部にある。阿弥陀寺は浄土宗で、機野の中央部にあり、機野の

人々の檀家寺である。

2 ムラと葬式

一一徳田平兵衛氏の葬式を事例として一一

「死」は人間として、避けることができない。この段階に応じるのは、

葬式という人生最終の儀礼である。個人にとって、避けることのできない

「死」は単に生命の終需にとどまらず、一つの社会的現象でもある。

F本節では、葬式の準備をはじめ、本葬、死後の供養行事というそれぞれ

のプロセスおよび死とかかわる年中行事としての盆行事などを記述する。

具体的な一つの事例として、筆者の実際に見た徳田平兵衛氏の葬式をとり
(2) 

あげてみたい。

葬式は昭和田年(1985)5月38に、浄土宗の形式で下の組、第11隣保

組にある自宅で行なわれた。楳野では現在でも土葬であるので、徳田平兵
(3) 

衛氏は中の組にある阿弥陀寺内の墓地(サンマイ)に埋葬された。葬儀委

員長は第11隣保組長の田中喜郎氏であった。

5月1自の晩、徳田平兵衛氏がなくなった。翌日の朝、親戚・第11隣保

組長・寺院への死の知らせが行なわれた。下の組の人たち、カプ(後述)

への連絡は第11隣保組長が行なった。一方、医師による死亡診断書の交付、

埋葬許可書をもらうための町役場での死亡登録などの諸手続きがなされた。

それから葬式の準備にとりかかった。

近親者や隣保組の人々および隣保組長が葬家に集まり、いろいろな準備

をした。遺体は家の奥の聞に安置された。そして、遺体は北枕にした。枕
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元に枕団子とろうそくを膳に載せて供えた。

この日の午前中、阿弥陀寺の住職に枕経を唱えてもらった。それから近

親者たち、隣保組長、隣保組の人々が葬式の役割を決めるための会を聞い

た。

男性は葬家の中で葬具作りの仕事をした。一方、墓地では4、5人が墓穴

掘りを行なった。このとき、女性は来客の接待・食事の準備などの役を果

していた。

午後、棺が運ばれてくると、湯濯がはじまった。湯濯は近親者によって、

遺体の安置されている奥の聞で行なわれた。湯濯が終わると、遺体を棺に

納めた。それから、手伝いにきた者たちにお礼としての食事を出した。

午後8時30分ごろ、お通夜が行なわれた。近親者・組の人・組長が遺体

を囲んで、過ごした。このとき、機野寺の住職および下の組の御詠歌会の人

人が御詠歌を唱えた。これが済んだ後、近親者は交代に遺体のそばで一晩

過ごした。

葬式は翌日 5月3日に行なわれた。手伝いにきた者はカブおよび組の人

人である。午前中いろいろな準備がなされた。

香典帳を調べると、香典帳に記載されている人々は次の四つの種類に分

けられている。

1) 僧侶および取引業者の部(寺院・商庖・傑野老人グラブなど)

2) 在所の部 (11隣保組の人々・カプの人々〉

3) 標野内一般の部

4) 親族の部

僧侶および取引業者の部は御仏前 (2千円'"'"'1万円〉を供えた。在所の

部の人々は皆同じように、米や御仏前 (5千円)や食物を供えた。字内一

般の人々は御仏前(千円〉を供えた。親族の部の人々は御仏前 (3千円~



6 

5万円〉と供え物を供えた。

出棺の前に死者と離別のための共同供養が行なわれた。出棺は午後2時

ごろにはじまった。親族たちは祭壇の左側に死者と血のつながりの濃い順

に従って、着席した。住職たちのお経が終了した後、親族たちは着席の順

に従って、祭壇の前で焼香を行なった。次に、親族たちは祭壇から棺をお

ろした。出棺のとき、棺は縁側から外に出された。葬列については役割が

あり、それに従って、参列者はそれぞれの役を果していた。

墓標 松本久雄

生花 木村 充

北相撲友弘

沢田淳子

位牌 木村正利

御膳 徳田よしえ

幡 徳田吉弘

徳田康雄

大原伴五

大原喜郎

燈灯 鵜飼助一

西村喜郎

天蓋 北相模勇

輿(前〉 沢田竜司

(後) 徳田憲夫

阿弥陀寺におけるサンマイと呼ばれる埋葬場に棺が運ばれた。棺を墓穴

に頭が北方を向くように埋めた。親族たちは死者と血のつながりが濃い順

番に土を棺にかけた。それから、家に帰った。最後に残ったカブの人・組
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の人が土をかぶせた。

この晩、百万遍念仏が行なわれた。親族たち、カプの人々は同座して、

百万遍念珠をくり、ー頼をくるごとに、念仏を唱えて、その総和を持って、

百万回にするという。

本葬の翌日の朝 (5月4日〕、近親者は「ハイソウ参り」を行なった。

「ハイソウ参り」とは死を確認するため、墓参りをすることである。近親

者の中で最も死者と血のつながりの濃いと考えられている長男が、死者の

名前を大きく叫んで、鍬で墓土をたたいた。このとき、返事がなければ、

死が確認される。
しよなの ふた み

葬儀の後、親族たちは四十九日の忌明けまで、初七日・二七日・三七
よ ど む しち

日・四七日・五七日・六七日・七七日の供養を行なった。

四十九日で、死後七日ごとに行なわれる供養は終了すると考えられてい

る。四十九日の供養には親族・カプ・組の人・組長が阿弥陀寺で念仏を唱

えてもらった後、墓参りをした。

7月14日に百ケ日の供養が近親者によって阿弥陀寺で行なわれた。百ケ

日の後、死者の供養行事は一年忌以後、三年・七年・十三年・十七年・二

十三年・二十七年・三十三年に行なわれる。

8月には初盆の行事が行なわれた。 1985年操野では初盆の家が5戸あっ

た。 8月1日に阿弥陀寺で施餓鬼が行なわれた。近親者がサンマイに参り、
しんほと砂

午後、寺院で住職に塔婆に新仏の戒名を書いてもらい、お経を唱えてもら

う。

8月13日に、初盆の家では、近親者が初盆の棚を準備した。その晩、第

11隣保組の各家の代表と隣保組長がお参りにきた。縁側には盆提灯がかけ

られた。新仏を迎えた。

14日に、榛野の各戸の代表が初盆の家に参った。ただし、初盆同志はお

互いにお参りをしない。

15日に、初盆の家でも、祖先を送る行事をするが、新仏を送る行事は翌
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日の16日に行なわれる。また、この日には他所の親戚がお参りにきた。

16日には初盆の家5戸が死亡の年月日の順に阿弥陀寺で住職にお経を唱

えてもらった。このとき、盆棚にまつられた塔婆・しきみの花・蓮の花な

どをサンマイに持って行った。そして、塔婆は焼いてもらい、しきみの

花・蓮の花はそのままサンマイに置いた。

3 葬式にあらわれたムラの社会関係

葬送儀礼はムラの一つの事件として、ムラ全体が参加する儀礼であるた

め、ムラ社会の人々のつきあいおよび社会関係がよくあらわれる大切な機

会の一つだと思われる。

1985年5月3日に、楳野・下の組・第11隣保組で行なわれた徳田平兵衛

氏の葬式は、葬儀屋にゆだねることはほとんどなく、多くのムラ人の協力

によって運営されている。

葬式前後の諸過程および人々の役割は、以下のとおりである。(図 1に

示した〉

5月2日、葬式の準備の諸過程
(4) 

死の知らせ 親族・隣保組長

北枕 親族

枕経 寺院

祭壇の準備 隣保組の人々

墓穴掘り // 

葬具作り // 

湯濯・納棺 親族

料理の準備 親族(女性)

来客の接持 // 

お通夜 寺院・御詠歌会・親族・組長・組の人々
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園1 葬式における諸過程とそれに対しての人々の役割

年月日|過程| 内 容 役割を果す者

死の知らせ 親族、第11隣保組長

北枕 親族

枕経 寺院
葬式の
葬警の準備、墓穴掘り、葬具 隣保組の人々

1985.5.2 
準備
湯濯、納棺 親族

料理の準備、来客の接待 親族〈女性〉

お通夜 寺組院の人、御々 詠歌会、親族、組長、

香典の受け付け 親族、組の人々

料理の準備 親族、カプ、組の人〈女性)

5.3 本葬
出棺の前の行事 寺院、親族、カプ、組の人

野辺送り 親族、カプ

I埋百万葬遍念仏
親族、カプ、組の人

親族、カプ

5.41死の確認1r.，，1'ソウ参加 |親族

初七日~七七日まで 親族、寺院

死後の 四十九日の忌明け 親族、カプ、組長、組の人

供養 百ケ日 親族

年忌 親族、カプ

盆棚の準備

7.13-16 初盆
迎える行事

親族
送る行事

料理、来客の接待

2) 5月3目、本葬の諸過程

香典の受付 親族・組の人

料理の準備 親族・カプ・組の人(女性〉

出棺の前の行事

野辺送り

埋葬

百万遍念仏

寺院・親族・カプ・組の人

親族・カプ

親族・カプ・組の人

親族・カプ
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3) 5月4目、死の確認

「ハイソウ参り」 親族

4) 供養行事

初七日~七七日 親族・寺院

四十九日の忌明け 親族・カプ・組長・組の人

百ケ日 親族

年忌 親族・カブ

その他、年中行事としての盆行事のとき、 8月13日から16日までの諸行

事は親族たちによって行なわれた。

以上の葬式の前後の諸過程と人々の役割および香典帳の記載から見て、

葬式において、最も主要な役割を果したのは親族の部である。労力を提供

して協力したのはカプと組の人々であるが、相互協力に大きく活躍したの

は組の人である。そして、第11隣保組長が葬儀委員長になって、葬式の全

体の進行を総括した。これらの葬式における役割から、親族・同族(カブ〉・

近隣(組の人〉・檀家(寺院〕というムラにおける四つの関係のあり方が

あらわれてくる。そこで、葬式を契機にしてあらわれた親族・同族・近

隣・檀家という四種の社会関係がそれぞれどのように機能しているのかを

考察することにしたい。

1 親族関係

徳田平兵衛氏の葬式に際して、葬列の役割の内容は前節で記述しておい

たように、 (カブを除いて〉すべて故人と親族関係のある者によって担わ

れていた。その役割分担と故人との関係は次のようである。

墓標

生花

松本久雄 マゴのムコ

木村 充 ヒマゴ

北相模友弘 ヒマコ

(6) 

DADAHu 

SODASO 

DASOSO 
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沢田淳子 メイのムスメ SrDADA 

位牌 木村正利 マゴのムコ SODAHu 

御膳 徳田よしえ ヨメ SoWr 

幡 徳田吉弘 カプ

徳田康雄 カプ

大原伴五 カブ

大原喜郎 カブ

燈灯 鵜飼助一 チチカタイトコ FABRSO 

西村喜郎 ハハカタイトコ MoBRSO 

天蓋 北相模勇 ムスメのムコ DAHu 

輿(前) 沢田竜司 オイ(ヨウシ〕

(後〉 徳田憲夫 チョウナン So 

(葬列における役割分担と故人との関係は図2に示した〉

親族の部には、葬列で役割を果す人たちだけではなく、役割を割り当て

られない親族たちも含まれている。これらの親族の部は徳田平兵衛氏と図

3のような親族関係を持っている。

親族関係は出生・婚姻・養子慣行を契機として、成立する個人関係であ

ることがわかる。出生あるいは血族の契機から見ると、徳田平兵衛氏にと

って、徳田憲夫・北相模たみえ(死亡〉・木村美佐子・木村充・松本美恵

子・北相模登ー・北相模友弘は直系親族である。鵜飼助一・西村喜郎は傍

系親族である。一方、徳固まさえのキョウダイシマイの家族・徳田よしえ

のキョウダイシマイの家族・木村正利・北相模勇・松本久雄・沢田友喜は

婚姻を契機として、徳田平兵衛氏と姻族関係の親族となっている。また、

この中に徳田平兵衛氏のアネのムスメのムコヨウシである沢田竜司が養子

の慣行によって、親族のステータスを持っている。なお、家の存続が重要

視されるため、養子慣行は子供のない場合か、あるいは子供があってもム
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スメばかりで男の子がいない場合に行なわれる〔ムコヨウシ〉。

以上のように、機野において、「親族」という言葉は血族も姻族も含めて

使われている。また、 「親族」とは生物学的に血のつながりのある者に限

らない。すなわち、養子としゅ非血縁者の場合も親族の成員になるとみな

されている。

さらに、親族関係の中に「濃い親戚」と呼ばれる範囲がある。1"濃い親

戚」とはコドモ・キョウダイシマイ・ヨメ・ムコ・マゴ・オイ・メイの関

係である。ここで在意しなければならないのは、イトコおよびツマカタ・

ヨメカタの親族は「濃い親戚」だとみなされていないことである。

なお、香典帳を調べると、沢田家・北相模家・木村家の三家は5万円の

香典〔御仏前〉持参し、最も高額であった。松本家・北田家は3万円を持

参し、二番目に高額であった。他の親族たちの場合は3千円から 3万円ま

で、の金額を持参した。したがって、香典の金額は親族関係の濃さを示す指

標といってよい。その結果、徳田家に対して、沢田家・北相模家・木村

家・北田家・松本家が「濃い親戚」と考えられていることがわかる。この

5家の中で、沢田家・北相模家・木村家の方が、北岡家・松本家よりも濃

さのレベルが高い。

2 同族関係

親族以外に、葬式において、特に本葬の日労力を提供したり、葬列にお

ける幡を持つ役割を果したり、さらに四十九日の忌明けの行事にも参加し

たりしたのは、カブという同族集団である。

機野には、現在16のカプがある。操野の93世帯はすべてそれぞれのカブ

に属している。操野においては、カプは基本的には姓を同じくする家々の

集団と考えられるが、図4~;こ示すようにいくつかの例外もみられる。例え

ば、奥村姓の家は同姓でありながら、二つの奥村カブに分かれている。ま

た、九里カブ・東カブ・大原カプは異なる姓の家を含めた家々の集団であ
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図4 様野におけるカプ

成 員 居住
カプ 家数
同姓|異姓| 家 の 代 表 (組)

大原 14 。大原 (一夫吉、喜、伴治五、宗、九一二郎、、 甚憲一内、、 喜宏郎、金)一、 明 中、下
徳田(康雄、一男、憲夫〉

奥村(2) 910 奥村(和実宏、義、俊和雄、喜、蕃久治)、寛一、昇二、夫一、 上

島岡 9 。 島岡 (哲正吉郎、、 政良三雄、、 仁又市一)、静江、 喜三郎、 信一、 中、下

山本 8 。 山本(茂七郎、敏、義男一、春〕雄、佐一郎、篤之、進、甚 中、下

九里 6 。九里〈忠治、茂七、昇、正光、武雄) 上
岡島(正司〉

井元 5 。 井元(善吾、章、弘一、三郎、善次郎) 中、下

東 5 。東 (半十郎、清一、実、由喜子) 中
谷口(吉雄)

田中 5 。 田中(みさお、成子、修司、勇、久作) 下

号=雪Eミ 5 。 雲 (佳信、吉雄、貞雄、和三) 上、中

奥村(1) 4 。 奥村(忠雄、寛、宗雄、博〕 上

西野尾 4 。 西野尾(末吉、勇、良吉、次男〉 上

田口 4 。 田口(文七郎、昇平、亀之助、貞蔵〉 下

松本 3 。 松本(八郎、直人、嘉一郎〉 下

山下 2 。 山下(英一、勝二) 下

三浦 2 。 三浦(佼英、日佳子〉 下

上井 実 中

粂田喜郎 上

佐藤玄定 中

寄せ 8 。田嶋 淳 上

田嶋 修 上

林 千秋 下

林 邦弘 下

細井富次郎 下
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る。さらに、楳野には寄せカプと呼ばれるカプがある。この寄せカプは図

4に示すとおり、別々の姓を持つ家々が集まり、一つのカプを構成してい

る。

カプの構成単位は家である。個人はあくまでも家を通してカプに属する。

機野の家というものを見ると、家の継承相続は必ずしも血縁につながるも

のでなくてもよいのであって、 (ムコ〉養子、使用人などが家をつぐこと

も楳野において行なわれている。このように、家の継承は血縁関係を絶対

条件としていない。したがって、家の集合体として成立しているカプにも

非血縁的な要素が存在しているといえる。

カプうちの家と家との関係は本支関係により結ぼれている。本支関係と

は、二つ以上の家の関係つまり本家分家の聞の関係である。しかしながら、

数世代を経るに従って、本家と分家の関係は消えるようにうすくなる場合

もみられる。この場合、カプ内の家と家との関係は、必ずしも、本家分家

の関係を意識して結ぼれているとは限らない。

次に、一つのカプを構成する家々はムラの中の近い地域に建てられてい

る。機野ではカプ内であれば、だいたい同じ組に集まっている。

また、カプは墓地を共同に所有する。榛野ではサンマイに埋葬するとき、

その場所がカプごとに決まっている。ただし、寄せカプ(同姓家数が少な

い家々がまとまって、一つのカプを構成するもの〉の場合はサンマイに一

定の埋葬の場所を持たない。それぞれのカプの埋葬場所の聞に散在してい

る。

山の神祭把にも、カプが関係している。毎年1月6日に楳野の全世帯の

男性が集まり、前年に生まれた男児を山の神の前へつれてくる祭租がある。

この山の神は現在では様野全体の山の神であるが、例えば、大原カプ・九

里カプ・山本カプ・島岡カプではカプごとにも、山の神祭砲を行なってい

る。こうした事例から、本来はカプごとに山の神の祭紀を行なっていたと

も考えられる。
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カプのつきあいについて、正月、初盆、結婚式、葬式に際してはっきあ

いの義務がある。特に、葬式においてはカプのつきあいが最もよくあらわ

れている。香典帳に記載されたとおり、カプは「手伝いの部」に含まれる。

葬式のとき、労力を提供し、葬列の役割の一つ(幡を持つこと〉を果すこ

とはカプとしての義務である。 また、香典においても、 カプは同一金額

(5千円)の御仏前および供え物を供えた。

3 近隣関係

葬式において、組の人つまり隣保組の人々は葬式の前白から(5月2日〉

本葬まで (5月3日〉、労力を提供した。葬儀委員長の役割をはじめ、葬

具作り、祭壇の準備、墓穴掘りなどは下の組の隣保組の人々によって行な

われた。

なお、第1節で概観として述べたように、機野は三つの組に区分されて

いる。組はさらに隣保組に分かれている。下の組には隣保組が三つある。

第9隣保組・第10隣保組・第11隣保組である。徳田家は第11隣保組にある

ため、葬式のとき最も多く労力を提供するのは第11隣保組であった。しか

しながら、近接している第9隣保組・第10隣保組の人々も本葬の日に手伝

いにきた。香典帳に記載されたとおりに、第11隣保組の人々は「手伝いの

部」に位置づけられている。また、香典においても、カプと同じように5

千円の御仏前および供え物を供えた。

このように、隣保組という地縁的な集団はムラ人の生活上の互助協力組

織としての機能を持つことがわかる。隣保組は葬式において、多くの労力

を提供するが、他の祝儀・病気見舞などにおいても、さまざまな役割を果

す。したがって、隣保組は「遠L、いとこよりも近いとなり」といわれるよ

うに、場合によっては親族以上のつきあいをする重要な社会組織である。

4 檀家関係



18 

徳田平兵衛氏の葬式において・親族・同族・近隣以外に檀家寺もいろ

いろな役割を果した。葬式は檀家と檀家寺とのつきあいの一つの機会であ

る。

楳野において、 93世帯がすべて、中の組にある阿弥陀寺の檀家である。

徳田平兵衛氏の葬式では、阿弥陀寺とかかわった行事が多くみられる。す

なわち、枕経をはじめ、出棺、埋葬などの法事、初七日から四十九日の忌

明けまでの供養、百ケ日の供養、初盆の行事などにはすべて阿弥陀寺がか

かわっている。(ただし、お通夜広は阿弥陀寺の住職はあらわれず、機野

寺の住職と御詠歌会が念仏と御詠歌をあげた)

また、天蓋・燈灯・幡など、野辺送りのときに使う葬具はすべて阿弥陀

寺から借りたものであった。さらに、榛野の人々の墓所(阿弥陀寺および

上の組にある墓地〉も阿弥陀寺に属している。したがって、阿弥陀寺は葬

式の法要に重要な役割を果すと同時に、葬列に使う葬具・墓所などとかか

わっている。

ところで、阿弥陀寺と檀家との関係は、葬式以外に、寺院の年中行事、

寺院の修理、墓の掃除などにおいてもみられる。

檀家は檀家寺の維持のため、協力援助を提供することが義務とされてい

る。楳野の場合、檀家として、各家が毎年4回阿弥陀寺に謝辞費を納める。

むすび

ムラは、一定の家によって構成されているものである。家が互いに近接

して存在し、周囲に田畑、山林が拡がっていることにより、農林漁業を生

産活動とする人々が地域的にまとまり、一つの社会組織になっている。

ムラにおいて、家々の生活上の協同関係および社会関係は多様な契機に

あらわれる。例えば、農作業・建築・災害・年中行事・婚姻葬送儀礼など

である。いし、かえれば、ムラの協同関係は生産上の互助協力のみではなく、

他の様々な生活場面・祝儀・不祝儀などの儀礼的場面における互助協力や
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儀礼への参加にも見られる。

葬式はムラの事件であり、ムラの人全体が参加する儀礼であると同時に、

葬式を契機にして、ムラの協同関係を確認する儀礼でもある。徳田平兵衛

氏の葬式における役割に目を向けると、親族・同族・近隣・檀家という四

つの関係とかかわる人々があらわれてくる。これらの人々は葬式に集まり、

協同的活動を行なった。親族は葬式における主な役割を果した。同族と組

の人々は主要な労力を提供した。また檀家寺は葬式において重要な役割を

果し、死者は檀家寺の墓所に埋葬された。

しかし、ある家の葬式に対し、ムラの全世帯が参列するが、一定の条件

によって役割を果す者がムラ人の中から選ばれる。 AはBの葬式において、

諸過程の儀礼を行ない、 Cは労力を提供するとし、うそれぞれの役割を果し

たが、 DはBの葬式において、協同的活動に参加しなかった。要するに、

葬式にあらわれる協同関係はムラの社会関係に基づいて一定の条件によっ

て、もたらされるのである。すなわち、その条件とは親族・同族・近隣・

檀家関係である。そして、この四つの関係のカテゴリーの中に含められた

人々がある個人の死という出来事を通じてまとまり、葬式を運営するわけ

である。

注

(1) 筆者は福田アジオの述べたように、ムラという言葉を次のように使う。

「ムラ(村〉という言葉を使用する場合、大きく二つの意味に分かれている。一

つは行政機構の単位としての、すなわち、地方自治体としての村であり、他の

一つは人々が農山漁村地帯でまとまりを持って、生活している単位としてのム

ラである。したがって、政治的要素としての村と民俗的要素としてのムラとい

う二つの意味が区別されている。J(福田1984年:465ベージ参照〉

(2) 筆者は1985年4月に機野のフィールド・ワークの期間中、徳田平兵衛氏に出会

った。故徳、回平兵衛氏は明治33年 (1900)8月23日生まれ、昭和60年 (1985)

5月1日午後、死亡した。享年85歳であった。

(3) 様野では墓地が二つに分かれている。一つは阿弥陀寺内に、他の一つは上の組
おんと〈じ

にある。上の組にある墓地は昔、そこに、安国寺という寺院が位置され、安国
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寺の墓地であったが、後、安国寺は阿弥陀寺と合併され、その墓地も阿弥陀寺

に属するようになった。下組の人・中組の人は阿弥陀寺内にある墓、上の組の

人は上の組にある墓地を持っている。

(4) 橡野で使っている「親族」とはフォーク・タームである。人類学で使う親族体

系の意、味ではない。

(5) カプとは同族集団の名称である。同族とは専門用語であって、各地でイッケ、

イットウ、カプ、マキ、ジ/レイ、マツイなどさまざまな名称で呼ばれている。

カプとし、う同族集団は家と家が結合した家連合からなるものである。

(6) 人類学の用語にならって、親族関係上の地位を表記するのに、 FA(父)、 Mo

(母)、 So(息子〉、 DA(娘〉、 BR(男の兄弟〉、 SI(女の兄弟〉、 Hu(夫〉、

WI (妻)などの記号を用いる。本稿では、 これらの用語は原則として、記号

で示すことにする。

(7) 血族あるいは血縁家族とは夫婦家族と対照される家族組織のー型。家族を構成

する主要な条件は夫婦の婚姻関係と親子・兄弟・姉妹などの血縁関係であるが、

血縁家族は親子・兄弟姉妹を重視して組織された。J(潰島編1977年:92ベージ

参照)
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